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【主な議論】

組合：ＪＲ東海労の要求は3.5ヶ月分である。要求からしてあまりにも低すぎ

る回答である。

会社：変動に大きく左右されることなく安定的支給を維持することが重要であ

ると考え今回の回答とした。

組合：35歳ポイントでの支給額はいくらとなるのか。

会社：他企業の発表の仕方にばらつきがあるので比較対象とならない。ＪＲ他

社も控えていることから必要がない。賃金交渉を参考にすればわかる。

組合：会社はＪＲ東海の賃金水準が高いと主張したが比較ができないのではな

いか。ポイント賃金を明らかにすること。また、原資、平均支給額、ボ

ーナスカット者の数を明らかにすること。

会社：示すことはしない。有価証券報告書に載せている通りだ。

2014年度年末手当の会社回答

１．支払い月数は、３．０ヶ月分とする

２．支給日は、１２月１０日以降準備でき次第とする

2014年度年末手当および商品券の支給に関する第３回団体交渉

年末手当3.0ヶ月回答不満！
業績の反映・社員の努力・家族の協力にしっかりと応えるべきだ！

東海道新幹線の開業50周年記念5万円分の商品券は無視！
本部は11月７日、2014年度年末手当第３回団体交渉を開催し、会社が回答を示しま

した。会社は回答にあたって、第２四半期の単体での営業収益が対前年比で102.0％と

なったが、営業利益、経常利益は３期ぶりの減益となるなど、費用面を含めた経営環

境の厳しさや、観光需要の反動減が予想される等マイナス要素が存在していることか

ら今後の見通しは楽観できる状況にないとしました。さらには当社の賃金水準は極め

て高いとし、東海道新幹線の開業50周年と中央新幹線着工認可という節目として、社

員の一層の奮起を強く期待し、3.0ヶ月分支給するとしました。組合要求3.5ヶ月をは

るかに下回る支給月数であり、私たちが要求していた東海道新幹線の開業50周年を記

念した５万円分の商品券についての回答はありませんでした。本部は回答に対して「大

いに不満である」と表明し、持ち帰り検討の結果再申し入れを行います。
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組合：東海道新幹線の開業50周年記念５万円分の商品券の回答はないのか。

会社：回答した通りである。

組合：年末手当の低額回答と商品券を支給しないことについて大いに不満だ。

持ち帰り検討とする。

以 上

本部は、「回答」を不満として持ち帰り検討の結果、再申し入れを行います。


